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環境経営レポート

有限会社　山之内製作所

【レポートの対象期間：2021年11月～2022年10月】



　　　　1）　生産活動が環境に与える影響を考慮し、「環境活動システム」を構築し

　　　　　　　全従業員で継続的な改善を行い、環境保全と汚染防止に努める

　　　　2）　環境関連の法律、規制、」条例等を厳守し騒音、振動、大気・水質汚染

　　　　　　　の低減に努める。

　　　　3）　生活活動により使用する原材料等における各種規制等の有害物質使用

　　　　　　　禁止、その他化学物質の低減に努める。

　　　　4）　生産活動が環境に与える影響を的確に捉え、環境目標及び環境活動計

　　　　　　　画を策定し実施するとともに、定期的に見直しを行う。

　　　　5）　環境活動が環境に与える影響の中で次の項目を重点活動項目として推

　　　　　　　進する。

　　　　　　　①電気、燃料、水等、エネルギーや資源の使用量を削減し、温暖化

　　　　　　　　　防止対策としてCO２削減に努める

　　　　　　　②産業廃棄物の排出量を削減しリサイクル化の推進に努める

　　　　　　　③生産活動における不良品等のロスの削減に努める

環境に配慮した製品を使用したグリーン購入の推進に努める

　　　　6）　この環境方針は全従業員に周知するとともに、一般に公表し地域社会

　　　　　　　とのコミュニケーションを図ります。

有限会社　山之内製作所

代表取締役　萩本　道久

　　環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。

2017年8月1日

環   境　経　営  方   針

　　　　　1、基本理念

有限会社　山之内製作所は事業活動を行うにあたり、現在の

地球環境破壊を深刻に受け止め環境負荷の低減に配慮した

保全活動に努めてまいります。

　　　　　2、基本方針
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1．　事業所及び代表者名

有限会社　山之内製作所

代表取締役社長　萩本　道久

2．所在地

本社・工場 〒373-0862　群馬県太田市末広町541

第二工場 〒373-0861　群馬県太田市南矢島町893-8

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

最高責任者　　　：　代表取締役　　　萩本　道久

環境管理責任者　：　専務取締役　　　風間　聡子  

担当　　　　　　：　ＥＡ２１事務局         5S委員会

TEL　：　0276-38-0501

FAX  ：　0276-38-5184

4．対象範囲

有限会社山之内製作所　　全組織・全活動

5．事業の内容

製缶・精密機械板金・ステンレス加工・組立・塗装

6．事業規模    (事業期11月～10月)

単位 2018年

百万円 956

人 40

㎡ 2,594

43

2019年 2020年 2021年活動規模

売上高

従業員数

2,594 2,594 2,594

     事業活動の規模

619 692 1,001

延べ床面積

44 43
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６．エコアクション２１　推進組織図 作成日   2017年10月1日 承認 作成
改定日   2023年1月31日

最高責任者 【代表取締役　萩本　道久】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

  を指示する。

⑤当社における課題とチャンスを明確にする。

環境管理責任者 【風間　聡子】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【5Ｓ委員長・風間　聡子】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境委員会(5S) 最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、年4回環境管理

責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗

管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する

ことができる。

職名 役割

萩
本

風
間

【最高責任者】
代表取締役
萩本　道久

【環境委員会5Ｓ】
（年4回開催）

【環境管理責任者】
風間　聡子

【事務局】
5Ｓ委員会

組立(5名） 製造課（25名） 業務課(9名)
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当社に於ける2016/11/1～2021/10/31の環境負荷実績を把握し、

2020年～2023年迄の目標を下記の通り定め活動を開始しました。

1．環境目標とその実績

2019年 2022年 2023年

実績 目標 目標値 実績 達成状況 目標 目標

2.主な環境負荷実績

2016年度 2019年度 2020年度 2021年度

508391.3 353615.7 380585.7 375536.8

②廃棄物排出量(㎏) 4400 3545.36 3096 3006

③水資源投入量( ) 303 344 374 477

４．環境目標とその実績

＊購入電力の調整後排出係数は、0.464kg-CO2/kwを使用しています。

環境目標

基準値 今年度目標 中長期目標

2021年

①売上高100万円
当たりの二酸化
炭素排出量の削
減(kg-CO2/百万

円)

571.3

2019年
実績に

対して2％
削減

559.874 550.00

2019年実績
に対して
3.73%

削減できた

2019年実績
対比3％減

2022年実績
対比1％減

②売上高100万円
当たりの廃棄物
排出量の削減
(kg/百万円)

5.73

2019年
実績に

対して2％
削減

5.615 4.47

2019年実績
に対して
21.8%

削減できた

2019年実績
対比3％減

2022年実績
対比1％減

管理の徹底

③売上高100万円
当たりの水資源
投入量の削減

( )

0.556

2019年実
績に対し
て2％
削減

0.545 0.540

2019年実績
に対して

2.7%
削減できた

2019年実
績に対し
て-35.71%
削減でき

た

2019年実績
対比3%減

2022年実績
対比1％減

④化学物質取扱
及び管理の徹底

― 現状把握 現状把握
管理の徹

底
管理の徹

底
管理の徹底

環境への負荷

①二酸化炭素排出量(kg-CO2)

2019年実績
対比3%減

2022年実績
対比1％減

本業に関する
目標

①不良率の低減
0.28

2019年実
績に対し
て2％
削減

0.27%
/納品数

0.18%
/納品数
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1．二酸化炭素排出量の削減

①照明・PC不要時のOFFの推進

②節電表示の掲示

③電力・ガソリン・軽油使用量の集計

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

⑦目標達成状況・活動進捗状況確

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

④裏紙使用ルールの徹底

⑥目標達成状況・活動進捗状況確認

3．水資源投入量の削減

①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場・トイレ)

③社用車洗車時の節水

④トイレの節水

⑤目標達成状況・活動進捗状況確認

6．本業に関する目標

次年度の取組内容

次年度の取組内容

次年度の取組内容

管理の徹底

・照明のLED化を検討していく
・節電方法・効率の見直しを図る

4,化学物質取扱い及び管理の徹
底
①取扱量の把握
②購入量の把握
③取扱商品一覧表の作成

排出量は増えてしまったが、売上げに対しては削
減できた。但し、来期は再度節水に心掛けるよう
周知する。

全体としては削減に達成したが電力・ガソリンに
ついては削減が達成できなかった。但し売上に対
して前年度の電力使用量と今期の使用量がほぼ変
わらなかったのは最新鋭の設備を導入した節電の
成果と思われる。

引き続き不良発生に注意し、対策も進めていく

産業廃棄物量が前期は3220kgに対し今期は6560kg
排出してしまった。金額も17万円から70万円に増
えてしまったため見直しが必要でる。

次年度の取組内容
塗装工程をほぼ塗装業者へ委託できた為、化学物
質の取り扱いは減っている。

５．環境活動計画の取組みと評価

次年度の取組内容

産業廃棄物の排出内容を明確にし、改善できる事
を取り組む

環境活動計画の取組結果とその評価

仕事量に左右されてしまいがちたが、出来る限り
目標に近づけるよう意識していく。

今期は全体で35%削減できた。作業者に常に計測を
実施するよう指示し今期は社内不良も集計する事
になった為社外への不良は更に削減できると期待
する。

①不良率の削減

環境活動計画
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1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、環境関連法規への

違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

6．環境関連法規制の遵守

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況

フロン排出抑制法 3か月に1回の頻度で簡易点検 遵法

騒音規制法 特定施設の届出 遵法

振動規制法 特定施設の届出 遵法

7．代表者による全体の評価と見直し

塗装作業の外製化、配送業者への委託などを行い燃料費の削減、有機
溶剤の保有量の削減に成功しました。機械の老朽化に伴い新しい設備
に入れ替えた事で電気代の削減にも結び付ける事ができ会社の取組と
しては順調に推移したと感じています。来期は働く作業の環境整備、
LED化の取組を行い、今後の展開としてエコアクション活動内容のマン
ネリ化に伴い組織の変更を検討していく。

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び交
付状況報告

遵法
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